
 

修士論文（要旨） 

2018 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者における薬膳の活用意向の関連要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 渡辺 修一郎 教授 

老年学研究科 

老年学専攻 

216J6907 

山内 正恵 

 

 



 

Master’s Thesis（Abstract） 

July 2018 

 

 

 

 

 

 

 

Factors Associated with Inclination to Use Chinese 

 Medicinal Cuisine among the Elderly  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Masae Yamauchi 

216J6907 

Master’s Program in Gerontology 

Graduate school of Gerontology 

J. F. Oberlin University 

Thesis Supervisor: Shuichiro Watanabe 

 



 

目次 

第 1 章 緒言 ········································································································1 

1. 研究背景 ········································································································1 

2. 先行研究 ········································································································4 

3. 研究の目的と意義 ····························································································4 

 

第 2 章 研究方法 ··································································································4 

1. 調査対象 ········································································································4 

2. 分析方法 ········································································································5 

3. 倫理的配慮 ·····································································································5 

 

第 3 章 結果 ········································································································5 

1. 対象の属性 ·····································································································5 

2. 薬膳の周知状況 ·······························································································6 

3. 薬膳の食経験 ··································································································6 

4. 薬膳を毎日の生活に取り入れることへの意向 ························································6 

5. 薬膳についての認識 ·························································································6 

6. 対象者の健康意識 ····························································································7 

7. 薬膳の活用意向の関連要因 ················································································7 

8. 薬膳の活用意向の関連要因の多変量解析 ······························································8 

 

第 4 章 考察 ········································································································8 

 

第 5 章 結論 ········································································································9 

 

参考文献 ············································································································ Ⅰ 

 

図表 ············································································································ ①～⑥ 

 

アンケート 

 

 

 



1 

第1章 緒言 

1. 研究背景 

 長寿となり、さらに健康長寿が目指されている今日、高齢者にとって「食」による健康

管理は、将来への介護予防にもつながり、食を選ぶ選択肢としての薬膳は今後需要が高ま

ると考えられる。 

2.先行研究 

「高齢者」及び「薬膳」をキーワードとして先行研究を検索したところ、医学中央雑誌で

11 件、J-Stage で 34 件が検索されたが、高齢者における薬膳の活用状況に関する研究はな

かった。また、Pubmed にて、「aged」及び「medicinal cooking based on traditional Chinese 

medicine」または「Meals as dietary therapy based on traditional Chinese medicine」ま

たは「Chinese medicinal cuisine」または「Yakuzen」をキーワードとして検索したとこ

ろ、2 件が検索されたが、高齢者における薬膳の活用状況に関する研究はなかった。 

2. 研究の目的と意義 

一般高齢者が薬膳をどの程度理解しているかを明らかにし、また、日常生活への薬膳の

活用の意向に関連する要因を明らかにすることを目的として行った。本研究成果をもとに、

より正確な薬膳の情報・知識を発信することで、薬膳を日常生活に取り入れ、健康増進・健

康維持に役立たせることに意義があると考える。 

第 2 章 研究方法と結果 

1. 調査対象及び方法 

「老人クラブみらいふる鎌倉」に加入する約3,700名の中、定例会終了後に調査への協力を募り、

調査に同意いただいた 60歳以上の男女を対象とした。自記式調査票にて、性、年齢、食知識、健

康情報の入手経路、持病の有無などの健康状態、健康のため取り組んでいること、経済状況自己

評価、薬膳についての認知状況、日常生活への薬膳の活用状況、および、薬膳を毎日の食事に

取り入れることへの意向などを調査した。薬膳に関する質問については、調査票に、「薬膳とは、

“『薬食同源』の思想のもとに食べ物を調理・加工し、病気予防と治療に効果があり、健康保持と増

進に効果的な食事”です。」という説明文を示した後に質問をした。概ね男女合わせて合計 300名

に配布し、149名の回答を得た。 

2. 分析方法 

薬膳を毎日の食事に取り入れることへの意向の回答の内、「ぜひ取り入れたい」と「どち

らかというと取り入れたい」を「薬膳活用意向有群」、「どちらかというと取り入れたくな

い」と「取り入れたくない」を「薬膳活用意向無群」とし、薬膳活用意向に関連する要因

をカイ 2 乗検定にて検討した。更に、単変量解析で有意な関連が認められた調査項目を独

立変数とし、薬膳活用意向の有無（有＝1、無＝0）を従属変数とした二項ロジステック分

析を行った。 

3. 倫理的配慮 

本研究は桜美林大学研究倫理委員会の審査を経て承認（承認番号 16040）を受けたうえで実
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施した。対象に対し、調査協力は任意であり、協力をしない場合でも不利益を被らないことを口頭

と文書で説明し、同意の得られた方に無記名の自記式調査票にて調査を行った。 

4．結果 

薬膳を飲食店で食べたことのある者は 51.6％と半数に上ったが、自宅で作って食べたこ

とがある者は 6.6％にすぎなかった。いずれも男性より女性の方が有意に高率であった。薬

膳を毎日の食事に取り入れることへの意向については、「ぜひ取り入れたい」が 13.6％、「ど

ちらかというと取り入れたい」が 55.9％、「どちらかというと取り入れたくない」が 14.4％、

「取り入れたくない」が 16.1％であった。薬膳活用意向の有無と有意な関連がみられた項

目は、健康度自己評価が「非常に健康だと思う」群はその他の群より薬膳活用意向有が少

なく(35.7% vs 75.2％) 、本や記事を健康情報の入手源にしている群では意向有が多く

(79.7% vs 63.1%)、健康のために運動やスポーツに取組んでいる群では意向有が少なく

(64.2% vs 81.8%)、薬膳に「病気を予防し健康を維持する効果がある」と認識している群で

は意向有が多く(82.4% vs 66.7%)、「薬膳は中華料理に限らず和食でも洋食でも取り入れる

ことができる」と認識している群では意向有が多く(91.4% vs 68.9%)、薬膳を食べた経験が

ある群では意向有が多かった(84.4% vs 54.2%)。性別、年齢、持病の有無については薬膳活

用意向の有無と有意な関連はみられなかった。多変量解析の結果、健康度自己評価と薬膳

を食べた経験のみが薬膳活用意向と有意に関連した。健康度自己評価では、非常に健康と

回答した群の薬膳の活用意向有のオッズ比は 0.26 と著しく低かった。また、薬膳を食べた

経験有群の薬膳の活用意向有のオッズ比は 4.37 と著しく高かった。 

4.考察 

薬膳という言葉はよく知られていたが、内容や効果まで知っている人は少なく、また、

健康度自己評価が高い人は薬膳の活用意向が低かったことから、薬膳の普及のためには、

健康な人に対しても健康増進に寄与する薬膳の内容や効果についての住民への情報提供を

今後より一層進めていく必要があると考える。また、薬膳普及のうえでは、薬膳を実際に

食する機会を設けるなどして、安価で簡単に作れる日常食であることを周知させることが

重要と考える。今後、薬膳の意義、知識、実践方法（食材の選択や調理方法など）と関連

する要因、支援法に関する要因などの解明が必要ではないかと考えられる。 

5.結論 

多変量解析にて薬膳の活用意向を有意に高めることと関連していたことは、健康度自己

評価が比較的低い事と薬膳を食べた経験があることであった。薬膳を実際に食する機会を

設けること、薬膳に病気を予防し健康を維持する効果があることを示すことなどが薬膳活

用の意向を高めることにつながるものと考えられた。また、単変量解析にて、薬膳が中華・

和食・洋食のいずれにも導入できることが周知されている場合に薬膳の活用意向が高まっ

ていたことから、中華料理に限らず、和食や洋食などにも積極的に薬膳の考え方を取り入

れた献立の提供を進めていくことを提案する。
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